
中
国
文
化
学
会
略
史

v

駅
前
「
中
国
文
化
学
会
(
出
大
塚
漢
文
学
会
)
路
史
」
(
〈
中

国
文
化
i
印
究
と
教
育
i
〉
第
六
O
号
、
二

O
O
二
、
所
収
)

ニ
O
O
一
年
(
平
成
十
一
一
一
年
)

六
月
二
三
日
平
成
十
一
一
一
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
大
妻
女

子
大
学
v

。
村
上
之
伸
「
練
札
の
温
州
一
訟
に
つ
い
て
」
、
松
村
茂
樹

「
呉
昌
碩
の
石
鼓
文
欝
写
に
つ
い
て
へ
谷
口
一
区
「
韓
愈
の
「
進
学

解
」
に
つ
い
て
」
、
加
藤
敏
「
元
結
の
初
期
作
品
に
つ
い
て
」
、
松
尾

善
弘
「
近
体
詩
の
平
灰
と
造
匂
法
へ
小
谷
プ
郎
「
三
徳
患
で
の
青

春
i
創
造
社
出
版
部
と
上
海
通
信
関
警
穏
i
」
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
漢
文
教
育
の
今
i

変
革
は
可
能
か
!
」
、
'
細
谷
美
代
子
、
安
立
典
世
、

高
間
正
幸
、
町
田
静
陸
。
平
成
十
一
一
一
、
十
四
年
度
会
長
高
橋
均
。

九
月
二
二
自
例
会
(
於
焼
波
大
学
学
校
教
背
部
)
。
橋
治
志
ご

九
六
二
年
改
作
仁
擦
の
歌
劇
司
自
毛
女
』
に
つ
い
て
」
、
瀬
尾
邦
雄

「
庄
内
務
学
に
お
け
る
担
保
学
の
受
容
に
つ
い
て
ヘ

一
二
月
八
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
脊
部
)
。
大
橋
賢
一

「
李
善
注
明
文
選
』
と
顔
邸
古
詑
明
潜
伏
設
問
』
の
関
採
に
つ
い
て
」
、
内

山
直
樹
「
漢
代
の
宙
荷
物
に
見
ら
れ
る
篇
次
の
保
存
方
法
ヘ

ニ
O
O
一
一
年
(
平
成
十
四
年
)

.一一辺
j

hパ

ι

コJ

j
;
!
 

詩
に
見
え
る

例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
湾
都
)
。
高
橋
未
来
「
罵

の
諸
相
」
、
大
上
正
美
「
西
順
蔵
〈
詰
藤
論
〉

を
め
ぐ
る
問
問
題
ヘ

例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
首
都
)
。
速
水
愛
子

の
一
お
け
る
対
句
に
つ
い
て
」
、
安
藤
信
勝
「
抗
籍

「
一
詠
嬢
…
諮
問
」
小
考
ヘ

六
月
二
九
日
〈
中
間
文
化
i
研
究
と
教
育
i
〉
第
六

O
号
発
行
。

七
十
周
年
記
念
日
可
。
編
輯
者
、
編
輯
委
員
会
代
表
大
上
正
英
一
(
以

下
六
一
号
ま
で
閉
じ
)
。
印
刷
所
、
株
式
会
社
共
立
印
刷
別
所
(
以
下
閉

じ
)
。
「
中
間
文
化
学
会
〈
旧
大
塚
漢
文
学
会
)
略
史
」
「
『
中
間
文
化
』

総
目
次
(
五

O
号
1
五
九
号
)
」
掲
載
さ
れ
る
。

閉
山
日
平
成
十
四
年
度
中
韻
文
化
学
会
大
会
(
於
国
土
舘

大
学
)
。
西
村
論
「
李
白
詩
の
「
孤
雷
同
」
と
「
衆
鳥
」
に
つ
い
て
」
、

加
器
理
…
一
郎
「
李
商
穏
の
無
題
詩
に
つ
い
て
」
、
高
橋
稔
「
中
国
東

北
の
快
板
に
現
れ
た
漢
語
の
俗
的
表
現
」
、
菅
野
智
明
「
有
正
書
局

の
法
書
出
様
に
つ
い
て
」
、
中
村
俊
也
「
現
代
新
儒
家
の
、
主
要
観
念

!
「
専
念
」
と
「
非
専
門
」
に
つ
い
て
ー
へ
笠
井
幸
博
「
高
校
生

は
李
白
と
社
甫
の
ど
ち
ら
が
好
き
か

i
高
校
生
に
よ
る
李
社
優
劣
論

i
」
、
松
尾
善
弘
「
二

C
O
二
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
漢
文
問
題
の
点

検
と
批
正
~
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
霞
文
化
の
課
題
と
研
究
」
、
安
藤

五
月

日

(109) 



信
演
、
堀
池
信
夫
、
松
村
茂
醗
。

九
月
二
八
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
。
吉
野
敏
武

「
装
棋
と
料
紙
ヘ

一
二
月
一
四
百
例
会
(
於
筑
披
大
学
学
校
教
斉
一
部
)
。
山
口
若
菜

「
蘇
較
に
お
け
る
飲
酒
と
詩
作
に
つ
い
て
」
、
播
口
泰
裕
「
主
籍
「
蝉

繰
林
途
静
鳥
鳴
山
東
蹴
」
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ヘ

ニ
O
O
一
一
一
年
(
平
成
十
五
年
)

例
会
(
於
一
筑
波
大
学
学
校
教
青
部
勺
望
月
員
謹
二
洪

依
拠
方
膏
は
温
州
方
音
な
の
で
あ
る
い
。

。
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
笥
部
勺
滝
愛
美
「
漢

文
教
材
と
し
て
の
去
問
一
位
向
吉
、
稀
代
麻
也
子
「
哀
し
祭
「
妙
徳
先
生

伝
」
と
絢
淵
明
「
。
五
柳
先
生
伝
」

i
沈

約

の

文

艇

に

お

け

日

〈
中
間
文
化
j
研
究
と
教
育
i
〉
第
六

向

日

(

於

文

教

大

舟
部
淑
子
「
問
中
原
音
韻
』

μ

つ
い
て
」
、

小
林
保
槌
「
文
学
作
品
の
呉
現
化
と
「
桃
花
源
記
」
に
基
づ
く
文
化

景
観
」
、
蒋
護
策
「
福
建
浦
城
方
…
一
一
一
m
の
程
度
表
現
に
つ
い
て
」
、
高
播

由
利
子
「
ヴ
ァ
!
チ
ャ
ル
ラ
!
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
マ
ル
チ
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
教
青
」
、
宮
本
大
三
「
天
人
之
分
と
天
命
」
、
青
木
五
郎
「
司
馬

選
の
「
悲
し
み
と
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
桃
花
説
記
』
を
読
み
な
お

す
!
い
く
つ
か
の
キ
!
ワ

i
ド
を
轄
に
i
」
、
向
嶋
成
美
、
小
山
山
寅

鎮
、
門
脇
襲
文
、
一
樹
。
平
成
十
五
、
十
六
年
度
会
長
向
鵠
成

十
一
月
八
百
例
会
(
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
)
c

上
田
武
「
拘

諮
問
明
の
勧
農
詩
と
農
家
思
想
」
。

一一

O
O
四
年
(
平
成
十
六
年
)

一
月
一
一
二
日
椀
会
(
於
筑
披
大
学
学
校
教
育
部
)
。
臼
井
啓
介

「
映
画
が
モ
ダ
ン
に
な
る
ま
で

i
上
海
都
市
文
化
と
中
爵
電
影
の
繋

朝
早
急
;
」
。

(
於
筑
披
大
学
学
校
教
育
部
)
。
窮
藤
聡
「
主
維

の
一
考
察
」
、
阿
川
修
一
一
一
「
最
近
の
中
間
図
書

問
中
国
留
家
図
書
館
を
中
心
に

i
」。

(
於
筑
披
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
太
田
恵
理
子

文
に
つ
い
て
へ
菅
野
智
明
「
梁
啓
一
趨

、、F'vハ
U

$
1
a
A
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町、
、

「
い
わ
ゆ
る

〈
中
盤
文
化

i
研
究
と
教
育
1

〉
第
六
一

員
会
代
表
安
藤
信
藤
(
以
下
六
一
コ
号
事

日
午
或
十
六
年
度
中
関
文
北
学
会
大
会
(
於
と
智
大

二
田
舎
荘
子
b

と
成
玄
英
」
、
小
林
佳
泊
「
杜
牧

江
間
む
「
水
口
花
村
」
の
再
形
成
」
、
浅
野
雅
樹
「
現

に

お

行

「

度

」

に

つ

い

て

」

、

被

過

大

「

顧

炎

ー
対
J
4
4

r
z
u
γ
f
L
 



武
に
と
っ
て
の
古
者
研
究
ー
そ
の
動
機
・
け
を
め
ぐ
っ
て

i

」
、
谷
口
医
「
韓
愈
の
「
鰯
魚
文
」
に
つ
い
て
へ
沼
口
勝
「
絢
淵

明
と
南
耕
民
歌
i

「
帰
去
来
分
辞
」
の
題
名
と
の
関
連
を
中
心
に
i
」。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
学
に
お
け
る
日
本
近
代
へ
の
経
路

i
自
己
像
の

他
者
像
の
形
成
i
」
、
臼
井
啓
介
、
大
嫁
秀
明
、

f-吋

J
O

付
加
凶

日泰

例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
舘
け
さ
み

「九

0
年
代
中
留
映
問
状
況
を
振
り
返
る
i
「
紀
実
」
と
「
若
手
」

監
督
作
品
を
中
心
に
し
て
i

」
、
生
々
木
勲
人
「
東
南
方
一
一
一
一
口
に
お
け

る
受
益
か
ら
処
置
へ
の
文
法
化
」
。

一
二
月
四
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
c

鈴
木
恵
子

「
民
間
元
年
新
麟
同
士
会
の
演
劇
活
動
i
春
樹
劇
場
に
至
る
ま
で
j
」
、

安
藤
好
恵
「
語
気
劫
詞
の

J
炉
と
。
砲
。
と
ヘ

ニ
O
O
五
年
(
平
成
十
七
年
)

一
二
月
五
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
小
松
建
男

「
司
…
…
…
関
志
演
義
h

を
ど
の
よ
う
に
研
究
し
た
ら
よ
い
の
か
?
」
、
劉

勲
目
的
苧
「
タ
蔚
ψ

叶
刃
什
仏
念
〈
?
?
」
。

六
月
二
五
臼
〈
中
間
出
文
化
!
研
究
と
教
育
i
〉
第
六
三
号
発
行
。

向
日
平
成
十
七
年
度
中
関
文
化
学
会
大
会
誌
千
葉
大
学
〉
。

山
口
若
菜
「
蘇
載
の
関
適
の
詩
に
つ
い
て
」
、
良
国
章
子
「
成
玄
英

の
非
物
と
無
物
ヘ
北
村
良
和
「
大
上
氏
『
潜
康
論
』
に
於
け
る
政

治
と
文
学
の
関
係
を
巡
っ
て
」
、
「
「
人
虎
伝
」
本
文
の
生

成
に
つ
い
て
」
、
松
村
茂
樹
「
呉
昌
碩
と
賂
夢
域
」
、
高
矯
均
「
藤
原

頼
長
と
経
書
研
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
(
日
本
・
中

間
・
台
湾
・
韓
一
の
漢
文
(
古
典
)
教
材
の
比
較
」
、
青
木
五
郎
ち

波

辺

雅

之

、

木

い

大

橋

賢

一

、

平

成

十

七

、

十

八

年

度

会
長
向
嶋
成
美
っ

開
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
佐
藤
一
樹

「
久
米
邦
武
と
重
野
安
線
」
、
高
橋
大
輔
「
曹
植
遊
仙
系
作
品
の
考

容
と
。

一
二
月
三
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
的
属
中
学
校
)
。
石
毛
填
一

「
近
代
の
漢
文
科
存
廃
論
」
。

ニ
O
O六
年
(
平
成
十
八
年
)

三
月
四
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
人
文
社
会
学
系
棟
)
。
有
馬
み
ち

「
主
勃
「
春
思
紙
」
考
」
、
今
井
裕
一
「
皇
侃
の
科
段
説
と
学
i
i
篇
題

下
疏
を
中
心
と
し
て
l

」。

六
月
二
回
呂
〈
中
密
文
化
i
研
究
と
教
育
i
〉
第
六
回
号
発
行
。

編
輯
者
、
編
輯
委
員
会
代
表
加
藤
敏
(
以
下
六
七
号
ま
で
閉
じ
)
。

問
問
ヨ
平
成
十
八
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
額
館
市

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
!
)
。
孫
険
峰
「
遅
浩
の
天
人
思
想
」
、
松
崎

哲
之
「
寓
新
大
の
祭
天
思
想
に
つ
い
て
へ
村
上
之
伸
「
百
年
前
の

指
南
方
一
一
一
一
口
語
嚢
集
「
顧
諺
路
と
、
小
嶋
明
紀
子
「
司
自
主
税
集
』
所
収

間

!ヨ

、、B

，JV
1
3
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の
楚
辞
系
作
品
を
め
ぐ
っ
て
へ
鳴
海
雅
哉
「
庸
・
の
「
戦
乱
」

を
詠
じ
た
詩
に
つ
い
て
」
、
谷
口
真
由
実
「
社
南
「
秦
州
雑
詩
二
十

Mg
小
考
」
、
谷
は
箆
「
韓
愈
の
「
太
学
生
何
蕃
缶
」
に
つ
い
て
」
、

加
間
期
…
郎
「
李
務
隠
の
「
錦
翠
」
に
つ
い
て
」
、
白
井
啓
介
「
上

海
一
九
二

0
年
代
電
影
放
映
情
況
i

峡
磁
舘
の
縫
盛
と
そ
の
上
映
映

闘
を
中
心
に
!
」
。
講
演
「
江
戸
に
お
け
る
諮
問
人
波
饗
」
、
高
木
重
俊
。

九
月
二
三
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
白
井
啓
介

「
パ
リ
パ
リ
北
京
の
一
一
一
七
三
段
」
。

μ

二
月
九
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
的
躍
中
学
校
会
議
室
)
。
北
島
大

橋
「
南
京
・
丹
錫
の
六
朝
段
幕
石
刻
と
そ
の
現
状
(
留
学
体
験
記
ご
、

梅
川
純
代
「
中
間
・
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
性
愛
技
法
の
比
較
考

ニ
O
O七
(
平
成
十
九
年
)

コ
ゴ
ヴ
ロ
寸
コ

手
J

「

例
会

に
見
え
る
械
物
の
採
取
動
詞
に
つ
い
て
L
0

6
H
〈
中
間
文
化
i
研
究
と
教
育
i
〉
第
六

向
日
平
成
十
九
年
度
中
留
文
化
学
会
大
会
(
於
二
松
学

樋
口
泰
絡
「
臨
場
市
詩
試
論
」
、
高
播
未
来
「
社
牧
の

一
に
つ
い
て
へ
舟
部
淑
子
「
中
日
翻
訳
の
誤
訳
例
と
問
題

、
安
藤
好
恵
「
主
従
複
文
中
の
仮
定
に
つ
い
て
」
、
小
嶋
明
紀
子

を

諒

う

紙

を

め

ぐ

っ

て

」

、

高

橋
稔
二
日
本
昔
話
大
成
』
の
見
直
し
の
必
要
性
に
関
す
る
中
国
文

学
研
究
の
立
場
か
ら
の
提
一
一
一
一
口
」
。
講
演
「
西
洋
古
典
の
初
期
刊
本
を

め
ぐ
っ
て
」
、
抑
制
井
敦
子
会
平
成
十
九
、
二
十
年
度
会
長
大
上
正
美
ョ

九
月
一
一
四
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
人
文
社
会
学
系
掠
三
鎌
田
崇
蹴

「
梁
簡
文
稽
の
詠
物
詩
に
つ
い
て
」
、
井
川
義
次
「
ヨ
!
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
朱
子
学
の
受
容
」
。

一
二
月
八
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
大
塚
千
晶

「
唐
代
の
女
流
詩
人
魚
玄
機
の
詩
に
お
け
る
感
情
の
表
出
に
つ
い
て
」
、

安
藤
信
慶
「
侯
景
の
立
と
庚
信
i
「
哀
江
南
斌
」
論
を
基
礎
と
し
て

一一

O
O八
年
(
平
成
二
十
年
)

三
丹
八
日
例
会
(
於
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
荒
井
稽
「
王

漁
洋
の
揚
州
赴
琵
以
前
の
楽
府
詩
」
、
松
村
茂
樹
「
英
高
磁
と
水
野

疎
梅
」
。

四
月
二
六
日

H券

月

(112) 

の

例
会
(
於
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ

(
一
一
部
髄
詩
)
を
め
ぐ
っ
て
」
。

〈
中
間
文
化
i
研
究
と
教
育
i
〉
第
六
六
号
発
行
。

平
成
二
十
年
度
中
磁
文
化
学
会
大
会
(
於
横
浜
市

き
子
「
張
資
平
作
品
に
み
ら
れ
る
恋
愛
用
組
問
」
、

ー
「
隠
」
義
一
考
序
説

i
」
、
藤

「
少
年
行
」
を
め
ぐ
っ
て
j

ヘ
沼
口

1
1

、、寸寸寸
，，，
F
rレ
t
h
p

向
日



有

馬

み

ち

っ

平

合

秘

略

論

」

に

関

す

る

、

北

島

大

儀
「
沈
約
の
隠
逸
思
想
と
文
学
」
、
大
橋
賢
一
「
黄
鶴
搬
送

話
浩
然
之
広
限
」
に
お
け
る
「
熔
花
」
に
つ
い
て
へ
柳
川
顕
子
「
李

段
・
蘇
武
詩
の
成
立
の
場
」
、
門
脇
勝
文
「
二
つ
の
「
桃
花
源
記
」

か
ら
読
み
奴
れ
る
も
の
へ
大
上
正
美
「
敵
一
七
詩
の
仮
構
(
初
探
)

i

修
善
寺
仰
臥
十
戸
一
首
を
め
ぐ
る
一
側
面
i

」
。
講
演
「
金
沢
八
景

の
燈
史
と
変
遷
」
、
永
井
督
。

一
O
月
五
日
例
会
(
於
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
加
藤

敏
「
一
応
結
「
穏
健
行
」
持
論
!
「
滋
創
立
」
の
視
鹿
!
」
、
大
久
保
務

部
「
恭
夷
思
想
と
識
緯
と
浮
屠
」
。

一
二
月
六
日
例
会
(
於
湾
出
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
佐
藤

一
樹
「
明
治
中
期
の
新
式
資
本
患
と
漢
籍
目
録
」
、
「
司
山

公
啓
一
事
』
に
お
け
る
貴
族
の
自
律
性
」
。

一一

O
O九
年
(
平
成
二
十
一
年
)

例
会
(
於
伊

a

松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
)

C

樋
口
靖

恐
γ
に
つ
い
て
」
、
高
橋
均
主
任
釈
中
の
「
按
(
案
ど

と
い
う
認
か
ら
回
比
え
る
こ
と
」
。

五
月
二
日
例
会
(
於
ニ
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
)
。
松
本
肇

「
霊
感
の
詩
学
」
。
古
典
籍
展
示
(
高
橋
均
会
員
蔵
)
を
同
時
開
催

(
以
下
の
例
会
も
開
じ
。
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
本
誌
各
号
議
報
を
参
照
)
。

六
月
一
〈
中
間
関
文
化
l

研
究
と
教
膏
i
〉
第
六
七
号
発
行
。

向
日
一
十
一
年
度
中
忠
文
化
学
会
大
会
(
於
大
東

文
化
大
学
)
。
八
木
一
絵
「
形
式
と
内
容
i
書
に
お
け
る
概
念
の
比
較

i
」
、
荒
井
鵡

P
L漁
洋
の
女
性
を
詠
ず
る
詩
に
つ
い
て
」
、
松
崎
哲

之
「
『
家
礼
』
の
空
間
構
造
と
葬
式
仏
教
へ
村
上
之
伸
「
漢
詩
南
方

方
蓄
に
み
ら
れ
る
訓
読
み
に
つ
い
て
」
、
寺
内
日
出
男
「
司
史
記
会
注

者
J

証
』
と
中
井
履
軒
へ
鈴
木
臨
子
「
ア
メ
リ
カ
留
学
時
期
の
洪
深
」
、

白
井
瞥
〈
パ
「
美
関
影
像
!
一
九
二

0
年
代
上
海
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

!
」
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
系
中
菌
研
究
の
将
来

i
視
点
、
枠
組

み
、
そ
し
て
技
法
の
継
承
と
発
展
i
」
、
佐
藤
進
、
高
橋
宋
来
、
松

村
民
樹
。
平
成
二
十
一
、
二
十
二
年
度
会
長
大
上
正
美
。

一
二
月
一
二
日
例
会
(
於
膏
出
学
院
大
学
)
。
木
村
淳
「
検
定
制

度
初
期
に
お
け
る
漢
文
教
科
書
」
、
安
藤
信
農
「
袈
武
天
皇
震
翰

司
雑
集
』
の
二
一
一
一
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
。

ニ
O
一
O
年
(
平
成
二
十
二
年
)

三
月
六
日
例
会
(
於
大
妻
女
子
大
学
)
。
下
回
章
平
「
『
三
虞
堂
書

留
自
』
の
資
料
的
価
績
に
つ
い
て
」
、
高
橋
未
来
「
社
牧
と
韓
愈
・

榔
宗
元
の
兵
戦
観
」
。

五
月
一
日
例
会
(
於
大
妻
女
子
大
学
)
。
堀
池
信
夫
「
李
賢
明
老

子
解
』
孜
」
。

六
月
二
六
自
〈
中
国
文
北
i
研
究
と
教
育
!
〉
第
六
八
号
発
行
。

編
輯
者
、
議
輯
委
員
会
代
表
坂
口
三
樹
(
以
下
関
与
。
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間
日
平
成
二
十
二
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
(
於
長
野

県
短
期
大
学
九
小
嶋
明
紀
子
「
冬
を
詠
う
賦
を
め
ぐ
っ
て
i

雪
と
氷

の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
i

」
、
鳴
海
務
哉
「
娩
窟
・
意
荘
に
お
け
る
杜

詩
の
影
響
」
、
渡
遠
大
「
顧
炎
武
の
考
拠
と
経
世
i
郡
東
を
て
が
か

り
と
し
て
i

」
、
高
橋
由
利
子
二
説
文
解
字
b

デ
!
夕
べ

i
ス
ソ
フ

ト
に
つ
い
て
へ
加
問
理
一
部
「
李
街
鰭
の
詩
歌
と
道
教
と
の
関
係

!
内
観
存
患
の
さ
ま
を
措
い
た
詩
i
」
、
安
藤
信
蹟
二
イ
ソ
ッ
プ
物

一m
E
の
日
本
と
中
一
回
へ
高
橋
均
「
「
論
語
鄭
玄
注
」
は
日
本
に
将
来

さ
れ
た
か
ヘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
の

再
検
討
」
、
河
川
修
一
一
一
、
佐
藤
一
樹
、
松
村
茂
樹
っ

九
月
一
八
日
例
会
(
於
大
饗
女
子
大
学
)
。
松
村
茂
樹
「
「
桃
花
源

記
」
の
「
問
律
」
に
つ
い
て
へ
大
上
正
美
「
方
法
と
し
て
の
自
虐

;
威
信
「
擬
一
詠
懐
詩
」
再
読
i

ヘ

一
二
月
一
一
日
例
会
{
於
大
妻
女
子
大
学
)
。
高
橋
未
来
「
杖
牧

の
『
注
孫
子
』
に
お
け
る

g
沼
地
ハ
』
の
影
響
に
つ
い
て
」
、
加
藤
敏

「
…
沌
結
の
「
新
楽
府
」
に
つ
い
て
ヘ

一一

O
一
一
年
(
平
成
二
十
三
年
)

例

会

大

村

和

人

「

宴

を

礼
化
。
す
る
l

南
朝
梁
・
徐
勉
の
「
迎
客
曲
」
「
送
客
曲
」
に
つ
い

て
i

」
、
内
山
首
樹
「
漢
代
の
太
史
と
前
記
ど
。

五

月

七

日

例

会

尾

川

明

穂

「
中
国
電
影
初
到
考

論
に
お
け
る
生
熟
説
に
つ
い
て
」
、
白
井
啓
介

!
映
留
は
い
つ
中
国
に
缶
わ
っ
た
の
か
i

」。

六
月
二
五

5

〈
中
国
文
化
j
研
究
と
教
育
i
〉
第
六
九
号
発
行
。
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